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私
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
引
き
込
み
が
ち
で
自
分
を
出
せ
な
い
性

格
だ
っ
た
。
い
い
た
い
こ
と
も
い
え
ず
、
い
つ
も
逃
げ
て
い
た
。
こ
の
気

質
を
直
し
た
い
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　
中
学
3
年
の
夏
休
み
に
、
担
任
の
渡
辺
先
生
か
ら
一
通
の
暑
中
見

舞
が
届
い
た
。
50
年
以
上
前
の
こ
と
で
、
全
文
は
覚
え
て
は
い
な
い
。

し
か
し
忘
れ
ら
れ
な
い
一
文
が
あ
っ
た
。
無
口
な
私
は
教
室
で
も
挙
手

で
き
ぬ
し
、
先
生
に
近
寄
る
こ
と
も
で
き
ず
無
視
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、「
君
に
は
秘
め
た
も
の
が
あ
る
の
を
私
は
知
っ

て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
私
の
心
を
キ
ッ
ク
す
る
一

文
で
、
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
こ
と
か
。
私
だ
け
に
手
書
き
で
送
っ

て
く
れ
た
小
さ
な
ハ
ガ
キ
の
大
き
な
力
に
初
め
て
気
づ
い
た
。

　
18
歳
で
上
京
し
た
が
、
友
達
が
い
な
い
。
中
学
の
唯
一
の
友
人
に

手
紙
を
書
い
た
。
私
は
無
器
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
天
か
ら
の
授
か

り
も
の
で
あ
る
。
変
え
よ
う
の
な
い
資
質
だ
と
思
っ
た
。
無
器
用
を

生
か
せ
ぬ
も
の
か
。

　
人
と
は
会
わ
な
か
っ
た
が
、
手
紙
は
毎
日
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
書

い
て
い
る
と
、
胸
の
な
か
に
あ
る
も
の
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
受
け
取

っ
た
友
人
は
と
き
ど
き
、
ほ
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
決
し
て
上

手
で
は
な
い
の
に
、
私
の
地
声
が
出
た
と
き
に
は
「
い
い
ぞ
」
と
い
う
。

　
そ
う
か
。
手
紙
は
下
手
で
も
い
い
ん
だ
。
う
ま
さ
は
い
ら
ぬ
の
だ

と
わ
か
っ
た
。
以
来
、
私
は
心
に
決
め
た
。「
ヘ
タ
で
い
い
。
ヘ
タ
が
い

い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
。
形
式
や
う
ま
さ
よ
り
自
分
ら
し
さ
の
出

た
も
の
が
心
を
打
つ
の
だ
と
合
点
で
き
た
。

　
ハ
ガ
キ
に
絵
も
描
き
出
し
た
。
画
家
の
中
川
一
政
さ
ん
か
ら
「
字

が
書
け
た
ら
、
絵
は
描
け
る
」
と
教
わ
っ
た
。
落
ち
葉
を
目
の
前
に

置
き
、
み
た
ま
ま
を
大
き
く
描
け
ば
い
い
と
い
う
。
家
で
実
行
し
た

ら
、
何
と
か
描
け
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
絵
は
才
能
が
要
る
も
の
と
信

じ
て
い
た
が
、
み
た
ま
ま
を
心
を
こ
め
て
描
け
ば
自
分
の
絵
が
で
き

る
。
か
い
て
い
る
う
ち
に
、
自
信
に
な
っ
た
。
自
分
が
出
せ
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
、
絵
手
紙
を
。�

小
池
邦
夫

謹
賀
新
年
。
和
泉
先
生
の
新
連
載
、
お

楽
し
み
に
。
ま
た
上
記
の
よ
う
に
、
絵
手

紙
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
本
年
も
「
鞦
韆
は
漕
ぐ
べ
し
愛

は
奪
う
べ
し
」（
三
橋
鷹
女
）
の
よ
う
に
、

健
康
・
快
気
・
カ
ン
フ
ァ
タ
ブ
ル
な
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。�

【
西
】

編 集 後 記

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）
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中
詳
細
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主
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ご
覧
く
だ
さ
い

◀
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
薬
局
・
薬
店
で

■
生
薬
の
胃
ぐ
す
り
■

天
産
物
の
オ
ウ
バ
ク
、
カ
ン
ゾ
ウ
の
エ
キ
ス
に

ハ
ッ
カ
末
を
配
合
し
て
、
食
べ
過
ぎ
、
消
化
不

良
、
飲
み
過
ぎ
、
二
日
酔
な
ど
に
効
果
の
あ
る
胃

腸
薬
で
す
。

赤城山の水と緑が創った　自 然 薬 紹 介

サ
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イ
サ
ン
（
顆
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）

絵手紙をかこう

主治医「絵手紙をかこう」作品募集
第 1 回応募締切　2015 年 8 月 15 日必着
（作品の発表は 2015 年 12 月号予定） 

選者は一般社団法人日本絵手紙協会理事長の「ヘタでいい。
ヘタがいい」でおなじみの小池邦夫先生です。
絵手紙の裏に住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、
自然薬研究会会員の薬局・薬店にお持ちください。作品は
未発表のものに限ります。 お送りいただいた作品のなかか
ら 40 作品を『主治医』誌上で発表し、粗品を進呈させて
いただきます。ふるってお寄せください。

一般社団法人
日本絵手紙協会理事長

小池邦夫先生
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サ
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ン
（
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）

絵手紙をかこう

主治医「絵手紙をかこう」作品募集
第 1 回応募締切　2015 年 8 月 15 日必着
（作品の発表は 2015 年 12 月号予定） 

選者は一般社団法人日本絵手紙協会理事長の「ヘタでいい。
ヘタがいい」でおなじみの小池邦夫先生です。
絵手紙の裏に住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、
自然薬研究会会員の薬局・薬店にお持ちください。作品は
未発表のものに限ります。 お送りいただいた作品のなかか
ら 40 作品を『主治医』誌上で発表し、粗品を進呈させて
いただきます。ふるってお寄せください。

一般社団法人
日本絵手紙協会理事長

小池邦夫先生
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